2019年2月度防災委員会議事メモ
平成31年2月23日
開催日時：平成31年2月23日（土）　10時00分～12時00分
会　　場：バームハイツ西葛西　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
出席：109 佐々木、116 蔵増、414 関根、416 小野、417 田村、716 佐々木、
1009 加藤、115 河本（書記）
欠席：618 加藤、1105 鹿毛

議事内容
1． マンションへの電気自動車等用の充電設備設置に関すること
　マンション管理アドバイザー：酒井貴生様（801）
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　(1)設備
　　充電器、太陽光発電、蓄電池、電気自動車、変換機（500万円程度）
　(2)総会までに決めること
①充電器（普通・急速）、台数、②共用・専用、③費用負担、④維持費負担
⑤撤去費用、⑥設置場所、⑦電気容量の確認や共用電源の増設、⑧カーシェアリング導入
⑨管理規約・細則の改正、⑩駐車場契約書の改正、⑪説明会の開催、⑫総会決議（特別・普通）
(3)補助金
　国（次世代自動車振興センター）に申請。
　太陽光発電をする場合、東京都（クール・ネット東京）に申請。
　センター承認額の半分は国が補助、半分は東京都が補助、承認額を超過した分は自己負担。
　マンションの場合は普通充電を駐車場に設置することを推奨している。
　国は急速充電を認めていない。
　充電器設置の場合、消費税・振り込み手数料・手続き費用・付帯設備設置の費用は補助対象外。
　　工事費は一回に付き81万円まで。
平成33年1月まで補助金対象。
　(4)蓄電池設置の注意点
　　発電電気を専有部で使用、売電はできない。
　　充電器＞太陽光＞蓄電池
　　蓄電池について災害対応の設置は可能（集会室・管理人室・エレベーター等）
　　相見積もり、競争。
　　充電6件、太陽光4件。（今年の1月まで承認）
　　参考：最高960万円。パネル18枚、5.6KW。403万円、パネル10枚。380万円、パネル8枚。
　(5)充電器導入の利点
充電器を入れることで、災害に強いマンションになる可能性がある。
電気自動車は10年後には電気自動車が主流になる。自動運転も始まる。
　(6)質疑応答
　　・太陽光を入れて災害対策に使うことを防災委員会として考えること。
充電器ありきの前提とすると違うのでは。
→充電器前提であっても、太陽光・蓄電池を含めて補助対象になる。1,000万円まで。
今がチャンス。1,000万円まで補助というのは他にない。
安心なマンションとするよう理事会に提案することはメリットがあると考える。
バームハイツの共用部の電気代は年間180万円かかっている。その分を補える。
　　・個数に対して１／３の駐車場がなくてはいけない。条例違反になってしまう。
　　・マンション外の方に売電することはできない。
　　・充電器を入れることで電気自動車からのマンションへの電気利用ができるか。
　　　→電気自動車からの電気の逆送もできます。
　　・見積取得は無料。

2． 防災委員会議事内容
1 災害時要援護者把握で実施。
→「居住者アンケート調査シート（防災対策）」の実施。
　調査票が細かすぎるのではという意見があった。
　親が帰宅困難になったときに、子どもの対応も考えたほうが良いのでは。
2 「江戸川区内あんぜんマンションプロジェクト」には、河本が参加する。
3 発災時の安否確認用ツールとして、「無事です！シート」の購入をしていただきたい。
実物を借用できるか確認する。

3． 理事会依頼事項
・防災の観点から充電設備設置について進めて頂きたい。
・発災時の安否確認用ツールとして、「無事です！シート」を購入していただきたい。

4． 今後の日程
日時：3月23日（土）10時～12時　防災委員会
場所：バームルーム
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